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危機をチャンスに
～新入生に寄せて

旭 川医科大学 に新 し く入学 された、医学科第1学

年102名 の皆 さん、看護学科第1学 年60名 の皆 さん、

同 じく看護学科第3学 年編 入生10名 の皆 さん、 ご入

学おめで とう。 本学 を代表 し、心 か ら祝福 し歓 迎 し

ます。

皆 さんは今、人 きな希望 と期待 を胸 に、 ここ旭川

医科 大学の門を くぐって来 られ ました。医師を志す

人、看護職者 を 目指す人、あるいは研究者 を 目指す

人 もいるで し ょう。 合計172名 の新入生それぞれが、

172通 りの夢 を描 いてい る事 と思い ます。 今 日か ら

は、 ここ、旭川医科 大学 が、皆 さんの 「夢の舞台1

です。共 に学び、共 に議論 し、共 に励 ま し合い、そ

して時 に助け 合いなが ら、21世 紀 を担 う 「良識あ る

医療 人1を 目指 して、切磋琢磨 してほ しい と願 いま

す。

皆 さんが入学 した、 この2009年 とい う年 は、「新

型 インフ ルエソザ」が発生 した年 として、記憶 に刻

まれる事 にな りそ うです。 感染爆 発=パ ンデ ミック

を阻止す べ く、世 界中の医療 人たちが、患者の治療

にあた り、 ワクチ ンの開発等に しの ぎを削って いま

す。今や、かつてないほ どに、医師の力が求め られ

てい るのです。

世 界は、医学の進歩があ ったか らこそ、 ここまで

発展を遂 げて きま した。今ll・1もきっ と、 医療 人たち

の強い 力で、世 界は この難局を乗 り切 る ことで しょ

う。 この ように、かつてないほ どに医師 が求め られ

ている時代 にあ って、残念なが らわた した らの 日本

は、医師 が足 りない とい う危機的 な状況 に直面 して

い ます。 なかで も、 ここ北海道 における医師不足 は

極 めて深 刻です。

「お医者さんがいないんです。先生なんとかして

ドさい。1地 域住民の皆さんから寄せ られる、そん

な切実な思いに突 き動かされて、私は学長就任以来、

北海道における医師不足 ・看護師不足の解消を、最

も優先すべ き課題に掲げてきました。皆さんご承知

の通 り、ここ旭川医科大学は、「地域医療に貢献す

る医療人」を育てるために設立 された大学です。私

学 長 吉 田 晃 敏

はそ の第 一期 生 で、以後 、 多 くの卒 業生 たちが 、

「高 い志」 を持 って、地域 医療の最前線で活躍 して

きま した。 ところが、医師の研修制度 自体の改定 な

ど、 医療 を取 り巻 く様 々な法 改正 などもあ って、 今

や、大学病院で さえも医師 ・看護師 を確保 す るのが

難 しい とい うのが、偽 らざ る現実 です。

そ こで本学は、地域医療 に貢献 する医療 人を確保

するため、抜本的 な入試改革に踏 み切 りました。政

府が方針 を転換 し、医師増 へ と舵 を切 った タ イミソ

グを とらえて、医学科では一 気に定 員を12名 増員。

加えて、北海道の地域医療 に貢献 する医療人を増 や

した い とい う思 いか ら、「道北 ・道東 枠」 や 「AO

北海 道枠」 な どの、本学独 自の 「地域枠」 を設け ま

した。 その結 果、本年度 は、医学 科102名 の入学生

の うち、実 に72名 が、北海道出身者 となって います。

北海道出身 者が70パ ーセン トを超 えたのは、最近20

年間の中では無 かった事です。

入試制度 に加 え、今回 カ リキ ュラムについて も抜

本的な改革 を行 いま した。 丸二is間 ・数 百時間の討

議を経て組 み立てた、皆 さんのためのカ リキ ュラム

が、本年度か らス ター トしてい ます。

まず看護学科 ですが、主 に三つの 大きな変革を行

いま した。 第一は 、「早期体験実習」 の導 入です。

1年 生の5月 には、医学科 と合同で、2年 生の夏 に

は、「医療 保健福祉施 設の現場1を 体験 します。 こ

の 早期体験 実習では、地域貢献への関心 を深 める事、

コ ミュニケー シ ョン能 力を磨 く事 を 目指 してい ま

す。

第二は、看護実践 力の強化 を 目指 した 「実習時間

の増量1で す。 臨床、臨地の実習 を、充実 させ まし

た。第三は、専 門知識 を学ぶベー ス とな る科 日の充

実 です。「対 人関係1、 「家 族看護 」、1医 療安 全」、

「がん看護 」、「国際保健 看護 」など、枠 に とらわれ

ない形の、幅広い知識 を学べ る機会を設けま した。

一方の医学科 では、基礎教育、基礎医学 、臨床医

学 とい う三つの柱 に加 えて、第四 の柱 として、「共

通科 目」 と呼ぶ、医師になるための 目的意識や、職

業 ・倫理観 を養 う科 日を整備 しました。 これ らを軸
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に、「自学 自習の学習態度」を養 うチュー トリアル

教育、早期体験実習、健康弱者のためのプログラム

など、独 自のカリキュラムが切れ 目な く配置されて

います。

チュー トリアル教育とは、問題解決型の、少人数

グループ学習です。今後6年 間、このチュー トリア

ル教育を通じて、①情報を収集する力、②整理をす

る力、③相手を理解させる発表力など、私は 「人前

力」と呼んでいますが、 この力を十分に身につけて

ほしいと願っています。

「早期体験実習」では、医療の現場に直接触れ、

実際に患者さん、あるいは施設入所者の方hと 会話

する事になります。 この実習は、医師へのモチベー

ションを高めると同時に、'自分 自身が将来、「どの

ような医療人に成るべきか」を考える絶好の機会 と

なるはずです。

また医師には、「研究者 としての視点」も極めて

重要です。未来の医学 ・医療を拓 く研究者となる方

を ・人で も多くつ くりたいという思いもあって、少

人数で研究室に入り、医学の進歩に必要な研究につ

いて、教員 と共に取 り組む事ができる 「医学研究1

という科 日をつ くりました。現場での実習とは違 う、

新たな緊張感を得る貴重なチャソスとなるはずで

す。

以上、新たな入試制度 と新カリキュラムの整備 と

いう大きな二つの改革について、その概略を紹介 し

ました。学ぶ環境は整っています。

あとは皆さん次第です。

医師、そ して看護師 が不足 している この深刻 な状

況の中で、皆 さん一人一人が、文字通 り、光 り輝 く

「希 望の星」です。だ か らこそ、私は申 し1:げ た い。

周囲の期待、地域 か ら寄せ られる熱 い眼差 しをしっ

か り受け止め、 いまこそ、真剣に学 んでほしいので

す。本学 に入学 した事 で、「夢 が叶 った」 と思 って

いるかも知れません が、実は、夢 の実現 に向けて、

ようや くス ター トラインに立 ったに過 ぎません。 こ

れか らが本当の試練です。先輩 たちの中には、進級

で きなか った人 もた くさんいます。医学の道の厳 し

さを実感するのは、 これか らなのです。最低限覚 え

なければ な らな い事 ・学 ば なけれ ばな らな い知識

は、 まさに膨大 です。加えて、最先端医療の分野は

日々進歩 しています し、今回世 界を襲 った新型感染

症の ように、 いつ、 どこで未知の病 と遭遇す るかは

誰 にも予想 がで きません。

皆 さんは、身 につけた知 識をバ ネに、 目の前の問

題 に対 し、 自分 自身で解決策 を導 き出す力を養わな

ければな りません。医学の世界に身を投 じた以上は、
一生涯
、勉強なのです。私自身も、毎 日が勉強の日

々です。大学には、真剣に学ぶ学生諸君をサポー ト

する体制は十分に整っています。専門分野から地域

医療の問題まで、図書館には様 々な情報が集約され

ています。ネット環境 も整備されている 「学生サロ

ソ」 も、ぜひ活用して ください。私が第一期生 とし

て学んだ頃 とは比較できないほど、設備は充実 して

います。真剣に学び、高い知識 と技術を身につけた

医療人 として、一日も早 く活躍 してほしいと願って

います。 とはいえ、仮に、最高の技術を身につけた

としても、それがすなわち、最良の医師た り得るか

と問われれば、答えは、「ノー」です。

患者 さん とどう向 き合い、 どんな方針で治療に臨

むのか。 そ こで問われて くるのは、実 は、人間 とし

て、最 も基 本的 な能 力、「コ ミュニ ケー トす る力」

です。た とえば、挨拶 ひ とつ出来 るか否 かが、極め

て重要な問題 に もな ります。医師 としての態度 ひと

つが、患 者 さんを笑顔 に もす れば、絶望の淵に も追

い込みます。 そ こにあるのは、他者への配慮です。

落ち込んでいる友 人への ささや かな心遣 い、あるい

は、 自分 のために時間 を割いて くれた先輩 に対 する

感謝な ど、相手 を思 いやるコ ミュニケーシ ョン能 力

こそ、実 は医療 の分野 で、決 して欠 くことの出来な

い力なのです。 人学生活は、 こうした コミュニ ケー

トす る力を養 う、貴重 な場 にな るはずです。

人を癒 すのは、 ある時は 「技術一」であ り、ある時

は 「薬」 です。 しか し、他者への 「配慮」があ って

こそ、その技術 が更に生 き、その薬が更に効いてい

くのではないで しょうか。「医は人な り」なのです。

医療を取 り巻 く状況は、まさに危機的です。医師 ・

看護職者は不足 し、医療格差は拡人し、自治体病院

をはじめ多 くの医療機関が財政難に陥っています。

皆さん、だか らこそ今、皆 さんの出番なのです。

世 界は、あなた を待 ってい ます。

有意義な、そ して充実 した学生生活を是非送って

ドさい。

旭川医科大学は、皆さんを応援しています。

新入学生172名 一人一人の活躍を、心から祈念 し、

学長からの、心からの歓迎 と、激励の言葉 と致 しま

す。
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よ うこそ、旭川医科大学へ

旭 川医科大学への ご入学 おめで とうござい ます。

平成21年 度医学科入学生の学年担 当にな り身 が引

き締 まる思 いです。 とい うのは、 この学年 は本学 に

と一,ても大 きな意味を持 ってい るか らです。地域医

療 の崩壊 、あるいは特定の診 療科での医師不足 が大

きな社会問題 となって います。本学 のあ る道北地域

は まさに これ らの問題 を抱 える最 前線です。 今年度

か ら、将 来の地域医療 を支える精鋭 とな るであろ う

学生 を本学の地域枠 として これ まで以上 に、 また医

師不足を解消するための精鋭 とな るであろ う学生 を

医学部定 員増 分を含め迎 えた か らです。 また、 この

ような精 鋭たちを育 てるべ く準備 された新 しいカ リ

キ ュラムが今年 度導 入され ま した。大学は もちろん

の こ と社 会か らも期待 された皆 さん を迎 えるに当た

り、まず何 を伝 えた ら良いか色/1考 えま した。結局、

当た り前 の こ とか も知れ ませ んが以Fに 述 べ る2

点、生活の リズムをrく 整 えるこ と、そ して大学 で

の学習法に 早 く慣 れる こと、を皆 さんに伝 えること

に します。

まず、生活の リズムを早 く整 えて下 さい。生活の

リズムを崩 して しまい ます と、講義 や実習 に集中で

きな くな り、理 解不足、講義 ・実習 内容の消化不 良

・・、結 果、試験 前に 人慌 て とな り、最後 は丸暗記

して試験 に臨 まなければな らな くなるで しょう。何

も勉強せず試験 直前の丸暗記 だけでは、全 く無意味

です。 また、医学科は一般 の学科 に比べ1年 生か ら

実習科 目が 多 く開講 され、また提 出の義務付け られ

てい るレポー ト課題 も多いです。 もし体調 を崩 し1

週間程度休んで しまいます と、その間の実習 テーマ

や課 題 レポー トを補 うのが大 変 にな って しまい ま

す。休んだ分 を取 り戻 そ うとす ると、 肉体的 に も精

神的 にも大変な ス トレスを感 じ、 良 くなった体調 も

再度崩 して しまうこともあるで し ょう。 もちろん 、

その間 も講義や実習は待 って くれ ません。 まさしく

負の連鎖反応です。 これ まで 見て きた学生 の中で、

生活 の リズムを崩 したため体調 を崩 し、思 う ような

医学科 第1学 年担当 本 間 龍 也

学習の成果を挙げ られなかった とい う学生 を何 人も

見て きています。 も らうん、医師を 目指 すLで 、 自

己の体調 を管理 する ことも大 切です。 ですか ら、早

く規則正 しい生活 の リズムを整 えて ドさい。

次 に、早 く大学での学習法に慣 れて下 さい。高校、

あるいは予備校等 での講義 は、 本学の入試 合格 に的

を絞 った内容だ った と思 い ます。教 員が出す課題 を

こな してい くこ とで本学 に合格す るための実 力を養

って きた こ とで しxう 。輿味 を抱 いた特定 の科 目を

白主的 に学習 した とい う経験 はなかったのでは と推

測 します。 この意味で、 この ような学習 スタ イルを
"受動的"な 学習 と呼んだ りします

。 しかし、 人学で

の学習法は これ と異な ります。医学は 日々、進歩 し

てい ます。皆 さんが6年 間 を終 え医師 にな った後 も、

医学 は進歩 し続け るで しょう。 その進んだ医学 を大

学卒業後 は、一 人で学ぶ ことになるで しょう。特定

の先生 が、 まるで家庭教師の ようにこれを覚えなさ

い よな どとい うこ とはあ りません。 日的意識 を持 っ

て、必要 に応 じて 自ら専門の先生 に積極的 に質問 し、

専 門書や論文 を読む こ とで最新 の知識や技術 を習得

してい くことで し ょう。 この ような学習法 を"能 動

的"な 学 習 と呼んだ りします。 ちtう ど皆 さんが人

学 で学 習する1、2学 年は、高校 までの受動的な学

習法か ら、 これか ら 一生涯通用するであろう能動的

な学習 法へ換 える時期で もあ ります。知識や技術 を

身につける と共 に、積極的 に教 員に質問 し、 自†的

に教科 書を読 む能動的な学習法に慣 れる よう努 力し

て下 さい。

生活の リズムを整 え、能動的な学 習法 を身 につけ

ようと努力す る、このzを 意識 し、6年 間の大学

生活の スター トを切 って下 さい。そ して最後 に もう

一つ、 どうか面接試験の時 に熱 く語 って くれ た、占を

6年 間持ち続 け、 日本の医療 を救 う精 鋭 となって下

さい。 その6年 間の最初の2学 年、学 年担 当 として

お手伝い させて頂 きます。 ・緒 に頑張 りましょう。
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看護学修学への出発を祝して

看護学科 第1学 年担当

新入生の皆 さん、ご入学 おめで とうご ざいます。

また、皆 さんの これ までの ご成長を育み、守 ってこ

られた ご 父兄の方 々のお慶 びは ひ と しお と存 じま

す。

この度、看護学科 ・年生の担 任を務 めさせて いた

だ くこ とにな りま した。 どうぞ よろ し くお願 い しま

す。 クラス担 任 としては、皆 さんのお顔 とお名前が

分かるようにな りた い、少 しで も皆 さんに近づ きた

い との思いか ら早期 に皆 さん と接 する機 会を もちた

い と考えています。 いろい ろな ことで、研究室 をあ

けるこ ともあ ります が、で きる限 り面談や会話 を多

くす るな どの対応 させていただ きます。皆 さんの方

か らも、研究室 においで くだ さい。

看護学は人間の生 命を護 り、健 やかに幸福 に生 き

るこ とを支 える という人切な仕事 です。誕生や病気、

死 に際 し、 また、人生の過 程でお こる心身の変化に

際 し、人は 人生を経験 し、結果 として反応 をお こし、

それに対 してどの ように行動 してい くの か、な どに

ついて、人への埋解が必要 です。 これ らの理解の も

とに、看護す るこ とは、人の体験 への洞察 を深め、

人を不安や恐 れに至 ら しめぬ ように人を護 るよう働

きかけ、看護の機能 を遂 行 してい きます。

また、心身の痛みや障害 をもつ人 々、加齢に よる

心身機 能が弱 まった 人 々が、 自己の直面 してい る状

態 を受 け入れ、それを乗 り越 え、 あるいは 苫痛 と共

に人生を生 きる とき、看護 は患 者さん と看護分野で

の治療 的関係 を築 きあげ、患著 さんのなかにあ る生

きることへの 力を共 に探 す ことにな ります。

心身を病む 人が人生を生 ききるの を支 え、護 るに

は、診 断や治療の技 術 とともに、心身の ケアが重要

不可欠です。 人の さまざ まな人生の経験や ラ イフ イ

ベ ン トの場面で、急性期の治療 を受け る病院、地域

での生活の場で行 うリハビ リテー シ ョンや社会復帰

の活動 な どにおい て も看護 は深 くかかわ って いま

す。

この看護の大 きな使命を果たす には、看護学 を修 め

ることや 自己研鐙 が必要です。

作 宮 洋 子

皆 さんは今、"看 護学 の船"に 乗 り、 医療保健福祉の

大海原に船出 した ような ものです。 この4年 間の"航

海"で は、資格 を得 るための 「国家試験」、そ して看

護学 を修め 「卒 業のゴール」 に到達 するこ とが皆 さ

んの共通の 目的 である と思 い ます。さらに追加 して、

各自の スポー'ソや文化 等のサ ー クルでや ってみた い

こと、その他の挑戦 したいこ とがあ る と思 います。

航海の途h、 た とえ荒波 が押 しよせ、嵐 に襲われ

よう と、その困難を乗 り越 え進んで いって ほ しい と

思い ます。船 の舵取 りは皆 さん個人 それぞれが実行

します。「船頭 多 くして、船陸 に上 が る」 と百 われ

ますが、個性 あるそれぞれがその個別を最大限に発

揮 させてい ・)ていいの です。 さ らに、他者 と討論 し

協 調 し合い、力を結集 して、 人間を護 り支 える看護

を実感 しあ って、船 を進めてい って くだ さい。大波

や強風はあなた ノ1をきっ とよ りた くまし く成長 させ

て くれる ことと思 います。 しかし、強風に耐 えかね

るような状況 が起 こった場 合、担 任や他の先生方 、

当務の方 々に、す ぐに、遠慮 な く、SOSを 発 して く

だ さい。 ひ とりで抱 え込 まないで くだ さい。

クラ ス担任は、追 い風 を送れ るよう、何 とか と工

夫 して応援 した いです し、教 員 としての 自己の分野

の教 育や研究 に務めた い と考 えてい ます。 共に勉強

してい きまし ょう、,

希盟 に胸 をふ くらませて、夢に向か って新たな ス

ター トを きった皆 さんの姿 は微 笑 ま し く感動 的 で

す。廊下 で皆 さんにすれ違 う時に、挨拶 を交 し、視

線 が合 うよ うになって きてい ることは担 任 として と

て もうれしいこ とです。皆 さんに会 うと、今か ら約

40年 程前の こ とにな りますが、私の看護学 を修め た

ころの様 々な思 い出がなつか し くよみがえ って きま

す。私の看護学生時代の 先生 方には大変 お世 話にな

ったので、 これ からは、少 しで もそのご恩返 しを皆

さんがた にして い くことがで きた らと思い ます。

各 白の学習課題への関心 や興味 を大 切に して取 り

組 んで いかれ るよう期 待 しています。
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一
医学科第6学 年 岸 本 め ぐみ

新入生 の皆 さん、 ご入学 おめで

とうござい ます。新生 活 が スター

トし、忙 し くも充実 した 日々を過

ご してい るのではないで しょうか。

入学 して か ら早5年 。 気づ けば最

高学年 に な って い ました。5年 間

の大学 生活 を振 り返 り、思 うこ と

を皆 さんに伝 えた い と思い ます。

まず、大学生活 を大い に楽 しんで ください。大学

生 にな りや りたい と思 うこ とが 沢山あ る と思い ま

す。 是非 、何で もチャ レンジ して下 さい。壁 にぶつ

か り、悩 み ・乗 り越 えた ときに また一つ 白分が大 き

くなれ ます。私 は1年 間、水泳部のキ ャプテ ンを経

験 しま した。so名 以 トもの部 員をま とめてい くこと

は 大変で したが、 その 分、楽 しい こ とや感動で きる

出来事をた くさん経験で きました。6年 間は長い よ

うで短いです、,まとまった時間 があ る大学生活を有

効に活用 し、有意義 な6年 間 に して ドさい。

また、勉強や実 習に対する漠然 とした不安があ る

と思います。私は試験の度に挫 けそうにな りつつ も、

多 くの友達 に助け られ乗 り越 えて きま した。試験 を

皆で楽 しみなが ら乗 り越 えていって下 さい。そ うす

ることで試験の度 に学年の仲が深 まり団結 力が高ま

って行 くと思 い ます。5年 生か ら始 まる病院実習で

は机Lの 勉強 だけでは学べない貴重 な体験がで きま

す。実 際に患 者さんの診察 をさせて もらった り、術

野に入 り執 刀医 と同 じ目線で手術 見学 を した り、時

に生死に立ち会 う場 面 もあ りました。 医師の仕 事の

大変 さを実感 する と同時 に人の生命に関わる という

責任の重 さを 再認識 しま した。

最後 に、将 来のため在学中 に医師 もし くは看護師

に とって必要 な知識 を身 につけ るのは もちろんです

が、友達や 先輩 や後輩 との関わ り合 うなかで、豊 か

な人間性を培 い、患者 さんや医療 スタッフの方 々と

温 かい コ ミュニケーシ ョンの とれ る医師 もし くは看

護師 を 日指 して ドさい。旭医生は、 ひ とりひ とりが

とて も個性あふれてい ます。 そして、ひ とりひ とり

尊敬で きる部分を持 ってい ます。ふ とした時に、皆

の優 しさや気遣いに気づ き感激す るこ ともあ ると思

います。皆 と関わ るこ とで 尊敬 で きる部分を吸収 し

て 白身 の成長 につなげて ドさい。

雄大 な 自然 いっぱいの旭川でのびのび と充実 した

大学生活 を送 ってい ・)て トさいね☆

壷壷齋壷南齋齋壷壷齋齋齋壷壷齋壷齋齋壷壷壷必齋齋齋齋齋齋齋必壷齋壷齋齋壷齋齋齋齋壷齋必壷壷壷壷壷一
看護学科4学 年 谷 ロ 恵 理

新 入生のみ な さん、 ご入学 おめ

で とうござい ます。 人 き く環 境 が

変 わ った新 しい生活 や、知 らな い

土地 で初 めての ・人暮 らし、専門

的 な勉強 な ど不安 な こ ともまだ ま

だた くさんあ るか と思 いますが 、

入学 した ばか りの 頃 と今 とでは ど

の ように変 化 したで し 数うか。 私 自身今 までを振 り

返 ってみる と、これ までの3年 間は本当にあ っとい

う問で、 その時は まだ1年 生、2年 生… と思 ってい

て も、月 口がた つのは驚 くほ ど早 く気がつけば もう

大学 生活最 後の1年 を迎 えて います。 そ こで 、新 入

生のみな さんにわ た しが 大学生活で感 じた ことを伝

えたい と思 い ます。

勉強 、部活、ア ルバ イトで も何 にで も自分がや っ

てみたい と思った こ とには どん どん挑戦 してみて ド

さい。 色 々な ことを体験 するこ とで幅広 い年齢層の

人 と関わ ることがで き、様 々な刺 激 を得るこ とがで

きます。また、医療 とは離れた別の 世界を経験で き、

自分 自身 も人として成長で きる と思います。 今、み

な さんのほ とん どが何 らかの 部活に所属 している と

思 いますが、是非部活 に も精 一杯取 り組 んでみて ド

さい。部活では、 とくに人会な どの遠 征や レジャー

な ど卒業 まで 多 くの時間 を ・緒に過 ごす大 切な仲間

がで きます!

大学では、 自分で積極的 に行動 を起 こせば様 々な

こ とにチ ャレン ジで きる環境 にあ るので、 この 大学

生 というチ ャンスを生か して有意義な 人学 生活 を送

って下 さい。そ して、限 られた時間の中で、今で き

る ことを大切に してみて ドさい。1、2年 生の時の

ことがい かに大 切か後で必 ず感 じる と思 います(笑)

今年、看護科では新カ リキ,Y-7ム とい うことで 大

変 なこ ともあ る と思い ますが、 より深 く看護 につい

て学 べる と思い ます。 今、4年 生 の実習 を前に して

私 たち もよく言 われてい ますが、 困った ときは決 し

て一 人で悩 まず先 生方 や先輩 に話 して みて くだ さ

い。必 ず親身 になって話 を聞いて くれる と思 います。

また、時 には遊びな ど息抜 きも人切 に 自分な りの充

実 した 大学生活 を楽 しんで ドさいね☆

N一
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旭川医科大学に入学して

医学科第1学 年 石 田 久美子

二 ヶ月前。 インター ネ ヅ トの 合

格発 表ペー ジを見た ときの興奮は、

今 で もは っ きりと覚 えて い ます。

ま さか 白分の番 号があ る とは思 っ

て もいなか ったので発 見 した とき

には卒倒 す るか と思 いま した。 そ

れか ら慌 てて新 生活へ の準備 を始

め ました。

・ヶ月前
。生 まれ育 った札幌 を出て旭川 に着 いた

とき、漠然 とした どうしようもない不安 に駆 られた

こ とも覚えています。慣れないL地 での初めての ・

人暮 らし。孤独 という意味が身 をもって感 じられ、

入学式 までの数 日が とて も長 く感 じま した。

そ して今現在。 入学 してか らまだ ・ヶ月 とは思 え

ないほ ど濃密 で充実 した毎 日を過 ご してい ます、,高

校 とは また違 った幅広い境遇 の同級 生たち と出会 う

ことがで きたの も、医学科な らではの ことで しょう。

とにか く毎 口が楽 しく、 ・ヶ月、二 ヶ月前の 白分 に

今を 見せてあげたい くらいです。

新歓 合宿や その後の勧誘期間では、 さまざ まな部

活動 を 見学 させ ていただ きました。楽 しそ うな部 が

数 多 くあ り、悩み ま したが、私は 水泳部 と写真部 に

入部 しました。どち らも初めて挑戦す る部活 ですが、

優 し く頼 もしい先輩方 につ いてい きたい と思ってい

ます。

講義 も本格的 に始 ま りま したが、旭川医科 大学 の

校 風のひ とつである 白学 自習の精神 を痛感 してい ま

す。 今までの ように受身の授業ではない、大学での

学 習に戸惑 うことも多 くあ ります が、 初めの今は間

違 いを恐 れずに積極的 に取 り組んで いきたいです。

・止 直 言って、 未だに自分が医学生 という立場に

い ることには っきりとした実感は わ きません。念願

であ ・・た医師 への道 を歩 き始めた というの に、なん

だか不 思議 な気持 らが して い ます。旭川で過 ごす こ

れか らの六年 間の 中では、 きっ とつ らいこ とも厳 し

い こともあるで しょう。け れ ども 「今しかで きない

こ とがあ る」とい う気持ち でさまざまな経験を積み、

自身を成長 させてい きたい と思 ってい ます。一人前

の医師 として、そ して一 人前の 人間 として、患者 さ

ん とつ きあえ るようになるため に しっか りと勉強 を

続けてい きたいです。

齋齋壷齋歯壷壷壷齋齋壷齋齋齋齋齋齋壷齋齋齋齋齋齋齋壷必齋齋壷齋齋壷齋齋齋齋齋齋齋齋齋壷齋齋齋齋壷

旭川医科大学に入学して

医学科第1学 年 三 好 雄 大

入学 して か ら早 くも1ヶ 月が過

ぎて しまい ました。 後期 で合格 が

決 まってか ら、部屋探 しや引越 し、

入学 して か らも新歓 合宿 や部 活の

新歓 な どがい っぱ いで、毎 日が あ

っ とい う問 に去 ってい った ように

感 じます。 講義や 部活動の練習 も本格的になって き

て段 々と忙 し くなって きましたが、 とて も充実 した

日々を過ご してい ます、,

大学での勉強 は、高校 までの勉強の よう単 に先生

か ら教 えて もらうこ とを埋 解す れば よいの では な

く、 自学 自習の態度 が重 要であ ることを実感 しま し

た。勉強についていけるの かどうか 不安 もいっぱ い

ですが、大学 で新 しくで きた友達 とともに、時 に助

け 合い、時に競い合いなが ら頑張 ってい きたいです。

部活動 は、小学校 の ころか ら続けて いる野球を大

学で もや りたい と思 い、準硬 式野球 部に入部しまし

た。例年 よ りも野球経験の ある新 入生が 多く入部 し

たので、 量`分に練 習を して 東医体や リー グ戦な どで

良い結 果を出 したい と思 います。 もう ・つ、せ っか

く大学 に人 ったのだか ら、何 か新 しいこ とにチ ャレ

ンジしてみ ようと思 いア イスホ ッケー部 にも入部 し

ました。 こち らはま った くの初心 者か らの スター ト

ですが、先輩 た ちか ら多 くを学び、上達す るように

練習 してい きたい と思います。

旭川医科 大学 に入学 して、幼 い頃 か ら夢 見て いた

職業であ る医師への、 スター トラ インに立てた とい

うこ とに大きな喜 びを感 じています。 人学の6年 間

で医師 に求め られ る知識 や技術、十分 な体力や コ ミ

ュニ ケー シ ョン能 力 を身 につけ、社 会に立派 に貢献

で きる医師になれ るように努力を重 ねて い きた い と

思 います。
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避ざ翻 麟 懸 蘇 欝 慰こ

医学科第1学 年 浅 井 霞

小 さい時 か ら医 者 にな りた い と

思 って い ました。 しか し、模試 の

成績 はいっ もE判 定であ り、受か る

確 率 はほ とん どない状態 で した。

それ で も、せ めて一年 目は医学 部

を受 けたい と思 い、旭 川医科大学

の受験 を決め ま した。 ところが、

まさかの合格。人変 驚いて、合格通知書 が届 くまで

は信 じられ ませんで した。

私 には、大学生活 で したい ことが大 きく分けて三

つあ ります。

まず、一 つ 目は、医師 として活動 するための基礎

知識及び学びの姿勢を しっか りと身 につけるこ とで

す。やは り、知識な くして医療 は成 り立 ちませ んか

ら、覚 える勉強は基本だ と思います。 しか し、 それ

だけでは な く、新 しい ことに も興味 を持 って、自分

で調べて理解す る能 力、なぜそ うなるのかを推察す

る能 力、 多 くの情報 を、で きる限 り速 く処理す る能

力、 自分の理解 した ことを人にわか りやす く説 明す

る能 力など、医師に必要 とされるスキル も同時 に身

につけて いきたい と思ってい ます。

二つ 目は、 クラブを通 じて広 く、 た くさんの人 と

関 わるこ とです。旭川医科 人学の学生 には、 さまざ

まな年齢の 人がい ます。今まで私は、中学 校、高校

で同い年 もしくは一つ二つ しか年齢 が違 わない人 と

しか関 わって きませんで した。 しか し、医師 と言 う

のは 同年 代 の 人 しか診察 しないわ けでは あ りませ

ん。年の離 れた 人 とも関わ り、さまざまな考え方 や

感 じ方に触 れるこ とは、 きっと将来 に役 に立つ と思

い ます。

二 つ 日は、体 力をつけ ることです。医師は体が資

本 とい って も過言 でない職業であ り、体力がなけれ

ば勤 まりませ ん。 また、社会人になってからでは忙

し くな るで しょう し、積極的に スポーツをす る時間

をとるのは難 しい と思い ます。学生 の うちに しっか

りスタ ミナをつけ ておけば、 き一)と後 に役 に立つは

ずです。

自分が どうして も進みた いと思 った道です。だか

らこそ、せいいっぱ い人学生活を楽 しみつつ、良い

医師になれ るように頑張 りたい と思っています。

齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋南齋齋齋齋齋壷壷づb齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋壷

鋤 膿蘇舞雑 しセ

医学科第1学 年 武 藤 学

人生 と言うのは本当に面 白いも

ので、不思議な縁(え にし)に結ば

れて、 自分は旭川の地で医学 を学

ぶことにな りました。まさか北海

道に、そ して旭川に来る事になる

とは以前は想像 もしていませんで

した。

市街地 中心部 か らも見える雪山やゲ レソデ、ち ょ

っと足 を伸ばせば周 りには美瑛や富良野、肉に野菜

に美味 し過 ぎるご飯、 そして温 か く優 しい人 々。 都

会 と大 自然が同居す る、 これ までの生活では体験 す

る事の難 しかった環境 を、思 う存分満喫で きる今の

生活 に感謝 する毎 口です。

4月 、 人学式前旭川 に引 っ越 して来た時には、周

りに誰一 人知 り合い もお らず、初めての一人暮 らし

ということもあって、 夕方は少 しもの寂 しい気持ち

にな ・)ていた事をICIい出 します。

それが今ほんの1ヶ 月で全 く正反対の楽 し く、そ

して忙 しい毎 日に様変 わ りしま した。それは こうし

た旭川医 人な らではの環境 と、やは り人学 でた くさ

んの 良い友 人達に巡 り会えたか らに他な りません。

色 々な年代のそ して色 々な背景 を持つ友人達 の「道1

が、 今ここ旭川医大で交 わって いるのだ とい うこと

に時折感動 を覚えてい ます。

そのた くさんの友人の内の3人 で、先 日のゴール

デンウ ィー クに1泊2口 の旅行 に行 って来 ました。

そこで、 出会 って間 もない もの 同十 とは思えない

程仲 の良い間柄にな る事が出来たように思います。

これか らの長い大学 生活では、様 々な方 々に出会

ってい く事 にな る と思い ます。 その一 つ一つの縁 を

大切 に温め て、 この ような素晴 らしい環境の もと、

医学 のみな らず まだ まだ未熟 な 自分の 人間性 も磨 き

なが ら、充実 した大学生活にな るよう頑張 ってい き

たい と思 います。
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一

旭川医科大学に入学して

看護学科第1学年 片 川 俊太朗

「っしゃ!あ った。」 合格 発表の

日、私はパ ソコンの前でガ ッツポー

ズを して い ま した。(男 子ハ ン ド

ボー ル部 内で も割 りと好評 なあれ

です。)

あれ か ら約二 ヶ月、入学式 が終

わ り、新 入生歓 迎 合宿 が終 わ り、

新歓 コンパが終 わ り、部活の 合宿中に風邪 をひ き、

その風邪のせいで部活の お花 見に参加で きな くなっ

て しまい、今に至 っています。風邪は まだ治って い

ません。

今イトの看護学科 は、私 を含めて"男 のf"が 十 汰

もい ます。 個人的 には とて も嬉 しい環境 です。 しか

し、十二 人もいる と、や は り休み時間は騒 が しくな

って しまい ます。 周 りか ら白い目で 見られる ことも

しょっち ゅうですが、 それ も何 とな く心地 よ くなっ

て きました。

人学 の講義 には未 だに慣 れるこ とがで きていませ

ん。講 義の時間、講義 の内容、そ して何 人かの波長

の 合わない先 生達。 高校 までの授業 とはやは り一味

違 うな と思いま した。

提出 しなければな らないレポー トの景 にも驚 きま

した。 小学校 の頃か ら宿題 は大嫌 いで、 今まであ ま

りして こなか ったので、正直かな り辛 いです。 しか

し、や らなければ留年 して しまうで しょうか ら頑張

りたい と思い ます。

部活は、幾 つか兼部 するこ とにな りましたが、 ハ

ン ドボール部 中心 で頑張 っています。 ハン ドボー ル

部は とて も良い部 です。先輩 はみ んな優 し くて イケ

メンです。 例外の人なんてい ませ ん。 先輩 ノ∫には何

時 も、 とて も良 くして もらっています。

入学 してか らの一 ヶ月は、本 当にあっ という問で

した。 そ して とて も充実 してい ました。 こんな生活

が四年間 も続 くので し ょうか。 とて も楽 しみです。

両親 をは じめ、私 を応援 して くだ さって いるノ∫々

への感謝の気持ち、 友愛の心、 そ して 入学式の 日に

再確認 したあの熱 い気持 ちを忘れ ずに、学 業も部活

動 も人一倍頑張 って最 高の四年間 に した い と思い ま

す。

齋齋壷齋齋齋齋齋齋齋壷壷齋齋壷壷歯db歯 齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋壷齋齋必壷壷壷壷齋壷齋齋壷齋齋壷壷歯歯

旭川医科大学に入学して

看護学科第1学 年 山 ロ あず さ

前期 合格発表 の 口。 前 口か らの

不安 の気持 ちを抑 え きれぬ ま ま、

私 は発表時 間の5分 前 に 自宅のパ

ソコンの前 に座 ってい ま した。3

分前 、2分 前 、1分 前… と心 の中

で カウ ソ トダウ ンす るに つれ、私

の心臓 は ます ます苦 し くな ってい

きました。そ して今、私は ここ旭川医科 人学 で充実

した 口々を送 っています。

あの発表 の 日、 自分の 番号を 見つけ、嬉 しさで い

っぱ いで泣 きなが ら喜んだ こ とは きっ とこの 先忘れ

ることはないだ7)う と思 います。

入学 して 早 くも1ヶ 月が経ち ましたが、相変わ ら

ず毎 日忙 し くすご してい ます。 初めての ・人暮 らし

には戸惑い と寂 しさばか りで、1人 であるか ら自由

だ という反面 、す べて 自分で こな さなければ な らな

い とい う責任 もあ り、 これ か らしっか りと自分を管

理 していけるのか不安 があ とを絶ち ませんで した。

しか し、そんな生活 に も少 しず つ慣れてゆ き、今で

はお弁 当 を作 ってい く余裕 も生 まれ ました。 また、

出 会 って 問 もない とは思 えな いほ どの仲 良 しな友

達、素敵な先輩 たe,も で きま した。

大学 の講義 は、 高校 までの板書 を ノー トに書き写

して学 ぶ とい う、いわば受動的な授業の ス タイル と

は違 い、 専門的な内容 か ら一般教養的な内容 までの

幅広い分野 の学 習を、 白分 か ら積極的に授業に参加

す ることの大 切さを実感 しています。

旭川医科大学 に入学 して、 看護師 にな るための ス

ター トラ インに立つこ とがで きました。 これか らの

4年 間、た くさんの知識や経験 を積み、 自分の巾の

「看護1の 引 き出 しをいっぱ いに してい きたい と思

い ます。 そ して、 いろんな人や もの との出会いを 大

切に して、人間 として も大 いに成長で きるように努

力を惜 しまず希望 に向かって 日々猛進 してい きたい

です。
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◎外国人留学生在籍者._.覧

平成21年4月1日 現在

氏 名 国 籍 学 年 期 間 所 属
MIREGULI,MAIMAITI

(米然 古而 ヌ叉堤)
中 国

博士課程

第4学 年

2006.4.1～

2010.3.31
生体情報調節系

一

NKOUAWA,AGATHE カ メ ル ー ソ
博士課程
第3学 年

2007.4.1～

2011.3.31
医 学 専 攻

一

AliAbdAL-KarimTalib イ ラ ク
博士課程

第3学 年

2007.4.1～

2011.3.31

2008.1.1-

2012.3.31

医 学 専 攻

医 学 専 攻AhmedAbdulKarimTalib イ ラ ク

一
博+課 程
第2学 年

KamelMohamedKhatiriMahamoud エ ジ プ ト

巾 遍

博士課程
第2学 年

2008.4.1^

2012.3.31
医 学 専 攻

MA,YANJU

(島 艶 菊)
7

博士課程
第2学 年

2008.4.1～

2012.3.31
医 学 専 攻

一一
SUN,QIHUI

(孫 啓 輝)
中 国

博士課程

第1学 年

2009.4.1～

2013.3.31
医 学 専 攻

Al‐JanabiNabaaBasimJabbarb イ ラ ク
博+課 程

第1学 年

2009.4.1～

20且3.3.3且
医 学 専 攻

平成21年 度 大学院入学者名簿

博士課程 (平成21年4月1日 現在)修 士課程

氏 名 専 攻
一

研究指導教員

長谷部 直 幸浅野 目 晃 医 学

石戸谷 俊 太 医 学 油 野 民 雄
一 冒一皿 一

伊 藤 巧

稲 積 実佳子

}

医 学
一

高 後 裕

医 学 松 田 光 悦

大 谷 真 ・

岡 村 直 香

医 学 石 了 智 士

医 学 高 後 裕

程 塚 明折 本 亮 介 医 学

lil井 基 史 医 学 石 了 智 士

橘 内 博 哉 医 学

医 学

医 学

羽 田 勝 計
一

粂 井 志 麻 奥 村 利 勝一

齋 藤 司 相 澤 仁 志

澤 田 康 司 医 学

医 学

高 後 裕

柴 山 尚 大

一一

松 田 光 悦

原 渕 保 明高 林 宏 輔一

葬 井 尚 子

医 学

医 学 石 子 智 士

中 澤 肇 医 学 高 橋 雅 治

油 野 民 雄中 山 理 寛 医 学

広 島 覚 医 学 程 塚 明

譲 井 瑞 恵 医 学 飯 塚 一

南 幸 範 医 学 大 崎 能 伸

孫 啓 輝 医 学

医 学

若 宮 伸 隆
AI.-JANABINABAA
BASIMJABBAR 高 橋 康 二

(平成21年4月1目 現在)

氏 名

釜 本 由希了

専 攻 研究指導教員

看 護 学 加 藤 千津子

塩 川 幸 子 看 護 学 北 村 久美子

嶋 川 あすみ

杉 山 さちよ

看 護 学

看 護 学

岡 田 洋 子

北 村 久美子

鈴 木 笑 佳 看 護 学 北 村 久美子

加 藤 千津子

岡 田 洋 了

岡 田 洋 子

谷 口 亜紀子
一 一一一

看 護 学

看 護 学

看 護 学

千 田 章 子一

千 葉 晴 美
一

十 山 奈津江

原 谷 珠 美

看 護 学一

看 護 学

北 村 久美子

岡 田 洋 子

営 部 洋 子 看 護 学
一

看 護 学一一一

看 護 学

北 村 久美子

岡 田 洋 子本 吉 明 一美

森 川 由 紀 黒 田 緑
一 一 一

岡 田 洋 子安 田 幸 代 看 護 学一一

小 野 聡 子 看 護 学. 濱 山 珠 美
一

濱 田 珠 美加 藤 久 美

一

看 護 学
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就 任 の ご 挨 拶

'1'成21年4月1〕 付けで本学医学部(看護学講座)

教授を拝命しました。専門は基礎看護学 ・看護教育

学分野で、看護力育成に関する教育学的研究を手が

けています。

看護系大学の急増がめざましいなか、旭川医科大

学が国立大学 としての威信を保ち、より一層の社会

評価が得 られるよう貢献 したいと考えてお ります。

そのために、看護学科が大学組織の 一一員である自覚

のもと、看護学教育 ・研究に精進 し、看護学科の発

展 ・向上に微力ながら尊心努力する所存です。

私は、天使女子短期大学(昭 和4f;年度卒)と 聖路

加看護大学(昭 和53年度卒)で 看護の基礎教育を受

け、その後東京の看護系短期 人学に助手 として勤務

しております。この教育経験を皮切りに、昭和58年

開設の札幌医科大学衛生短期大学部および平成5年

開設の札幌医科人学保健医療学部看護学科の計26年

間札医大に勤務し現在に 一〉ております。札医大赴

任当時は道内に看護系人学がなかったことから、短

大時代は看護系教員諸先齋 とともに1看 護教育を人

学で1を 使命に、また大学昇格並びに人学院開設後

は1大 学における看護学教育に相応 しい組織と人材

づ くり」に専心して参りました。

この間、白らも北海学園大学大学院法学研究科と

北海道 大学大学院教育学研究科に学び、他大学での

研究活動や院生体験が現在の私の教育 ・研究活動、

看護系大学づ くりの茎礎になってお ります。また、

これらの学問領域 を通 して看護学 という実学 ・応用

学が陥りがちな現象 ・表象的認識に気づかされると

ともに、さまざまな学問の基礎を看護学に応用する

柔軟さと創造性を育てて頂いたと実感 してお りま

す。 これらの経験は大学教育に携わる者 として、看

護学をどのように体系化 し発展させられるか、大学

での看護学教育は専門学校のそれと異な り、何を特

化させることで指導的人材の育成を図れるかを考え

る契機 ともなりました。私の経験が本学看護学科開

設当初からご尽力されてきた諸先生のお役に立てら

看護学講座 教授 稲 葉 佳 江

れるよう頑張 りたい と思っています。

近年の看護界では、近い将来3年 課程の看護師教

育を4年 課程に移行させたい との一念から厚労省と

の検討が始まりました。一方、看護系大学では現在

4年 間で、看護師課程(3年 課程)・ 保健師課程

(1年 課程)を 必修課程 とし、さらに一部では助産

師課程(1年 課程)を 選択課程 として設置 していま

す。こうしたカリキュラムの過密化は看護力低下が

緊急課題になっている看護 界に大学教育の見直しを

迫っております。また、少子化と低迷する経済情勢

において、現代の受験生にとっては専門学校に比べ

て実利性に欠けるともいわれています。道内看護系

大学の増加や専門学校の存在など、看護の大学教育

はその歴史的経緯から医学教育では考えられない競

争社会のなかにあ ります。 この現況のなか、旭川医

科大学が開学以来培ってきた評価の有り様 も看護学

科の発展如何にかかっているように思われます。私

は、この発展の基盤は質の高い人学人の育成にあり、

教育 ・研究のためのよりよい環境づ くりにあると考

えています。大学に相応しい組織 ・環境づ くりは現

任教員の育成 と将来の教育 ・研究者育成に欠 くこと

のできない条件であ り、特に若手教員の教育 ・研究

意欲を喚起させ、活き活きとした大学風土をつくる

上での要 となるといえます。

赴任直後の、学長先生が新入生に語った 「夢 ・情

熱 ・感動」が印象に残っております。活 き活 きした

風1.づ くりのためには、我々教員白身が看護学 ・職

の発展 という夢をもって教育 ・研究面に情熱を注 ぐ

ことで教員自ら感動 を手にすることだと思っていま

す。なぜなら、組織体制 ・環境のあり方が教員の教

育 ・研究姿勢を形成するとともに学生教育や研究活

動に反映すること、そしてその成果は本学看護学科、

延いては旭川医科人学の発展につながるものと考え

るからです。看護学科の一 員として、旭医大の風十

づ くりに新しい仲間と協働 し少しでも貢献できるこ

とを切に願ってお ります。

i:i
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箪成21年 度 入

医学科 ・看護学科の 入学式が4月10口(金)10時

か ら本学体育館 において挙行され ました。

式で は、医学科102名 、 看護学 科(iU名、-看護学科

第3学 年編 人生10名 、合わせて172名 び)新入生 を代表

▲吉田学長挨拶

▼ 「1よし、!O()」

学 式

して医学 科 相澤香織 さんが宣誓 を行い、医学生 ・

看護学 牛 とLて の 白覚 を新たに、大学生活の第一 歩

を踏み出 しました。

▲学生代表宣誓

▼ 「こんなん どうで しょう?」

㌔

h

澱
ヴ勲
影
〆
暫
N

、

'1え成20年 度学位記授 ワ式が
、3月25日(水)10時

30分 か ら本学体育館において挙行 され まLた 。

本学室 内合奏団が奏でる調 べのなか入場 し、医学

科101名 、看護学科68名 、 合わせて169名 の卒業生一

人 ・人に学長 から学位記 が授 ケ・され ました。

引 き続 き、博上課程6名 、論文博十3名 、修十課

程6名 にも学位記が授 与 され ました。

一
繊隅
∴悔繁蘇 ㌶

なお"iHは 、別室 にて成続優秀者 への学生表彰 も

f」'才)矛しましt二。

式の終 ∫後は、学生 食堂 を会場 として祝賀会が開

催 され、医学科 ・看護学科それぞれの学年担 当先生

や同窓会の会長 か らの祝辞、在校 生か ら送辞が贈 ら

れ 本学 の学 生 としての最後の一時 を噛み締めてい る

ようで したO

欝 卿1,,、,,

∵ ご 駄
'

▲医 学 科

▲祝賀会風景

',,ん
,,,,一

▲笑顔で卒業生と握手をする

吉田学長

搬

騨.、.

f;1蓮磯 麟 凝
・
,, 、8、.。r岨_、'

▲看護学科

▲祝賀会風景

▲成績優秀者表彰

▼一人ひとりに学位記を

授与する吉田学長

11



⊂麹纏謹藍盤 難 難憂鍵董琵1
r成21年 度医学科 ・看護学科新 入生合同研修 会が

4月13日(月)14日(火)の2日 間 にわた り実 施さ

れ ました,,
・[〔 は
、9時 か ら看護学科棟大講義室に集合 し、

r石 学 長補佐の挨拶 に始 ま り、指導教 員の紹 介等オ

リエ ンテー ン ヨンの後、 古 田 晃敏 学 長に よ ります

1新1年 生 に望む こと1と 題 しました講演が行 われ

ました、,続きまして 「新 しいカ リキ ュラム履修 トの

注意点1と 題 しましたガ イダ ンスが解剖学講座(機

能形態学分野)�m成 孝 教授並び に看護学講座 望

月 占勝教授 によ り行われま した。続 きまして保健管

週 セ ンターの川村祐一・郎准教授 と藤尾美 登世保健師

によ ります 「健康的な学生生活 を送 るには 一ボケカ

ンとどう付 き合うか 一」 と題 しました学 生生活 にお

け る注意 と保健管理 セ ンターの利用方法の説明を受

け ました。

午後か らは、旭 川消費 者協会の宮嶋睦 了氏に よる

「悪質商法の事例 と防 【ト策1、 本学医学部 微生物学

講座の若宮伸隆教授 に よる 「エ イズの現 状 とその課

題について1、 同 じ く内科学 講座(消 化器 ・血液腫

瘍 制御 内科学 分野)鈴 木康 秋講 師(学 内)に よる

「お酒 との正 しいつ きあい 方」、最後は 内科学講 座

(循環 ・呼吸 ・神経病態内科学分野)長 谷部直幸教

授 による 「医学 生 ら しい生活 習慣 の ススメ」の講演

を聞 き 一日目が終了 しました。

二 日目の午 前は、グループ毎に分 かれて 「コ ミュ

ニ ケー シ ョンの とりかたについて」、「どの様 な医療

従事 者を円指 したいか1と い う課題 についての討論

とグルー一プ代表に よる発表会が行われ ました。最初

はぎこちなか った討論 も時 間が経 つにつれて真 剣 さ

を増 し白熱 した意 見を戦 わせるほ どにな りました。

また、 発表 にあた っては、 ここぞ とばか りに流暢 な

スピーチで会場 を沸かせて くれた り、身振 り手振 り

の ・1幽劇 を交 えた発表 があ った り、また イラス トなど

に隠れた才能 を発揮 した りと驚 かされる場 面が 多々

あ りました。

午後か らは、グループ毎に分 かれて救急医学講座

藤m智 准教授の指導 の下 に先輩学生や卒 業生 から

の救急蘇 生実習 と旭川 ろ うあ協会の ろう講師 によ り

ます手話の講習を受 け、 ぎこちない動 きの中 にも医

療現場に携わ る道 を選 んだ者 として、雰囲気 を1'分

に味わ った ようで した。

'

、 ル
」盛4『'し

▲吉田字長か ら新人生への メツセー ソ

レ
討
論
発
表
風
景

▼討論発表中??

レ

蜜 墾
る'

ほ.魯 ・ ・

▲保健官埋センターかbω 大事なお話 し

ソ

.

鱒幽翻 、
▼手話の講習

1

琶 、、
'1軸

勢 イず
購 ヲ

〕

色覇 」

▲討論 発表の懸想 を話す先生たら

1

畠
賢

『

こ
れ
が
、
手
話
で
す
?

▼救急蘇生実習

へ

藏
』

勧
ご

÷4嚇 』rぐ ▲
輸覧 甑 幽L

芒

驚
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H21.4.1

1121.4.1

H21.4.1

1121.4.1

H21.4.1
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辞

辞

辞

辞

辞

辞

職

職

職

職

職

職

定年退職

定年退職

定年退職

定年退職

昇

昇

昇

昇

採

採

採

任

任

任

任

用

用

川

医学部内科学講座(病 態代謝内科学分野)

医学部産婦人科学講座

病院泌尿器科

病院耳鼻咽喉科

病院麻酔科蘇生科

病院理学療法部

医学部病理学講座(腫 瘍病理分野)

医学部外科学講座(消 化器病態外科学分野)

医学部脳神経外科学講座

医学部臨床検査医学講座

医学部内科学講座(病 態代謝内科学分野)

病院泌尿器科

病院月鼻咽喉科

医学部産婦人科学講座

医学部看護学講座

医学部法医学講座

医学部看護学講座

史

剛
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一
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江

暁
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光
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俊

勝

眞
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亜
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山

東

本

崎

川

西

中

子

田

部

山

葉

田

出

孫

瀬

伊

山
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坂

藤

島

小

葛

出

林

安

岩

國

1ー

稲

問

濱

授

授

師

師

師

師

授

授

授

師

師

師

師

師

授

授

授

教

教

教

教

准

准

講

講

講

講

教

教

教

講

講

講

講

講

教

准

准

来 る6月12(金)～M日(日)に 医

大祭が開催 され ます。

今 年 の 医 人 祭 の テ ー マ は 、

「SHOW一 招 ・笑 ・匠 ・翔 一1

です。

SHOWつ ま り 「見せ る」 とい

う意味で旭川医大 を、我 々医大生

を 見て いただ こう というこ とを大

筋 に、4つ の副題 に今年の医大祭

への願 いを込め ました。

「招」医 大祭は地域 の皆様 と医大、 そ して我 々医

人生が触れ 合うことので きる 大きなチャンスです。

なるべ くた くさんの 方 々にご来場 いただ き、医 大、

医 人生 との触 れ 合いの場 と して い きた い と思 い ま

す、,

1笑1今 年 も、部活動 な どの団体で運営す る模擬

店や、芸 人さんを呼んでのお笑いラ イブ、著 宅人に

よる講演会、そ して例年好評 をいただいています ブ

リーマー ケ ットやゲーム大会 とい った様 々な イベ ン

トをご用意 してお ります。堅苦 しい ことは置 いてお

いて、 まずは医大祭 とい う祭 りを楽 しんで行 ってい

ただ きたい と思 います。

1匠 」 多 くの 人 々に とって、患 者 としての場 面を

除 けば、医学 を感 じる機 会はそ う多 くないの ではな

いで しょうか。 しか しこの医大 祭 とい う機会 を通 し

旭川医科大学大学祭実行委員会

実行委員長 多 田 裕 樹

て、僕 らの学 ぶ医学 を寄 り近 くに感 じていただ ける

ような場 としてい きた い と思い ます。

「翔1地 域 と医 大との つな が りを この医大祭 で共

に感 じ、考 え、 今後の医療が さらに地域 に近づ いた

ものに発展 していってほ しい と思い ます。

これ ら4つ の願 いがかなえ られ るような医 人祭 に

なれば と考 え、テーマ としました。

例年、地 域の皆様の お力添 え もあ り、 人盛況の医 大

祭ですが、今年 もた くさんの ご協 力を得て開催へ と

動 き出 してお ります。

訪れたすべての 方に、楽 し く、有意義 なひ と時 を

過 ごしていただけるよ う、 ス タッフー同、気合を入

れて準備 してまい りますので、是非週末は医 大祭へ

お越 しくだ さい。
弧
砂.

鱒蹴蜥,
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